第4回児童発達支援センター主催研修会を開催しました。
8月28日(金)15時30分から17時00分、今年度4回目となる児童発達支援センター主催研修会を開催しました。
今回は、ＮＰＯ法人おおさか教育相談研究所相談員の宮本郷子先生にお越しいただき、『発達障害のある子どもの不登校支援について』のテーマで、講演をしていただきました。
　研修は、「不登校はこども本人に原因があるわけではない。ましてや、その家族や関わる先生が悪いというわけでは決してない」というお話から始まりました。
学校の中でのこども同士のつながり、こどもが好きなことや興味のあることを通して力を発揮する機会や環境、一人一人のこどもたちが“特別に大切な存在”としてありのままの自分を受け止めてもらえる関係性、などの重要性が語られました。不登校になってからの対応ではなく、日常的にこういった環境や関係性を意識したかかわりをしておくことが大切だということを、お話しいただきました。
また、こどもには、発達障害の有無に関わらず、それぞれに発達の特性や特徴があり、だからこそ、こどもたちそれぞれの好きなことや得意なことを生かして支援を組み立てること、学級づくりをしていくことが大切なのだということを教えていただきました。
研修には、市内の関係機関から４０名の参加がありました。参加していただいた方からは「改めて安心できる居場所がこどもにとって大切な場所になると感じました。教員という立場において、こどもたちが長く過ごす学校こそ、安心できる場所であるべきだと思います。」「様々な課題があるこどもや、なかなか学校に気持ちが向かないこどもたちが安心して過ごすことのできるように、いろいろな形で支援したり関係機関とつながったりなどして、みんなが安心して過ごせる学校にしていきたいなあと感じました。」「こどもの興味のあることでつながることの大切さを改めて感じました。」「こども自身が自分理解をすることも大切だと感じました。学校教育の枠組みに当てはめるのではなく、少しずつ可能な範囲で、柔軟に対応する必要があると感じました。」などの感想が聞かれました。
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